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要 旨   

 

アルコール使用障害（AUD）と心的外傷後ストレス障害（PTSD）は、米国では二つの広く広がっ

ている精神疾患である。また、AUDと PTSDの併発は、どちらか一方の疾患だけの場合と比べて、

より重篤な臨床症状や、社会的・職業的機能、身体的健康などの生物心理社会的スペクトラム

における治療成績の悪化と関連している。併発率が高く、治療成績も悪いにもかかわらず、

AUD/PTSDに有効な薬物療法に関する研究は少なく、治療方針を決定するための実証的な証拠は

ほとんどない。この論文では、この知識のギャップを解消するために、N-acetylcysteine（NAC）

のアルコール使用および PTSD症状の軽減効果を検証している。動物実験や先行する臨床研究で

は、グルタミン酸の調節を介した物質使用障害や PTSDの治療における NACの役割が示唆されて

いる。NACはシステインプロドラッグであり、システイン-グルタミン酸交換体を刺激し、グリ

アのグルタミン酸トランスポーターを正常化し、脳の報酬領域のシナプス前受容体のグルタミ

ン酸緊張を回復させる。さらに、NACは市販されており、安全性が確立されており、目標量を達

成するために滴定する必要がありません。本論文では、AUDと PTSDを併発している成人を対象

に、NAC（2400 mg/日）を 12週間投与する無作為化二重盲検プラセボ対照試験の根拠、試験デ

ザイン、試験方法について述べる。機能的磁気共鳴画像（fMRI）およびプロトン磁気共鳴分光

法（1H-MRS）を利用して、共存する AUD/PTSDの基盤となる神経回路および神経化学を調査し、

治療結果の予測因子を特定する。本研究は、AUD/PTSD併発の治療における NACの有効性を明ら

かにするとともに、AUD/PTSD併発に関与する作用機序に関する新たな情報を提供することを目

的としている。 

 

 


